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提供可能技術： 

・哲学 

・数理論理学 

 研究内容： Charles S. Peirce と現代科学哲学の研究 

私の専門は哲学で，今までは主に 19世紀アメリカの哲学者・論理学者・数学者Charles S. Peirce（チャールズ・S・パー

ス）の哲学を研究してきました．Peirce といえば「プラグマティズム」と呼ばれる思想運動や記号論の創始者として知ら

れていますが，私は特に，彼の哲学全体の基盤を成すといえる「カテゴリー論」に関心を持っており，Peirce のカテゴリ

ー論を軸として彼の哲学を統一的・体系的に理解することを目指してきました． 

 

また，Peirceに関する哲学史的な研究だけでなく，Peirceをはじめとした様々な哲学者の知見を活かして，現代の科学

哲学の問題にアプローチすることにも関心を持っています．特に私が長年取り組んでいるテーマの一つは，パターン

の存在論です．パターンというのは，私たちの日常の隅々に存在する，ごくありふれたものです．「手に持った物体を離

すと地面に落ちる」というのはパターンですし，人の顔を視覚的に認識するというのもパターン認識の一例です．しかし

パターンというのは，よく考えてみると不思議な存在です．それは通常の意味での「モノ」ではなく，複数のモノや出来

事が示す規則性です．そうでありながら，パターンの中には，それを識別することによって，未来の現象を高い蓋然性

で正しく予測することを可能にしてくれるようなものも存在します．自然法則や人の性格などがその好例です．このよう

に「正しい予測を導いてくれる」パターンは，ある意味で「リアル」であると考えたくなります．しかし，「モノ」ではないにも

かかわらず「リアル」であるというのはどういうことでしょうか？パターンというのは一体どういう存在なのでしょうか？私

は，Peirce の哲学の観点からこうした問いに答えることを試みてきました．博士論文では，Peirce と，現代アメリカの哲

学者 Daniel Dennett（ダニエル・デネット）の理論をもとに，ある種の自律的なパターン（その構成要素からある程度自

律的に振る舞うパターン）を取り上げ，その性質を論じました． 

 

「パターン」の概念や，関連する「創発」(emergence)の概念は，いわゆる複雑系や自己組織化現象の研究が進展し，

また機械学習の新たな手法が次々と開発されている近年，新たな意義を獲得しつつあります．しかし，これらの概念に

確固たる哲学的基盤を与えようとするこれまでの試みは成功しているとは言えません．私は，Peirce の哲学的知見を

援用することでこうした問題に取り組み，また同時に，現代科学の成果に照らして Peirceの哲学体系を刷新することを

目指して研究しています． 
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